

































































    平成 29年 7月 19日（水）１校時 １年２組教室 






１ 題  材  チョキ チョキ かざり 
２ 本  時（１／３） 
(1) 目  標 
はさみの使い方を身に付け、紙の折り方や切り方を工夫してできた形の面白さに気付き、つながる
形や折り方、切り方を試しながら進んで活動することができる。 
 (2) 評価規準 
  はさみの安全な使い方を理解し、紙を重ねて切ることができる。           【知識・技能】 












(3) 本時の展開 〔 〕子供の意識 ◯ 指導の手立て ※評価規準 












































































  平成 29年 7月 19日（水）２校時 １年２組教室 




１ 題  材  チョキ チョキ かざり（工作） 
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(1) 目  標 
つながる形のつくり方を理解し、自分の思いに合わせて紙を折ったり切ったりしてつながる形をつ
くることができる。 
 (2) 評価規準 
  つながる形のつくり方について理解し、つながる形をつくることができる。【知識・技能】 
     つながる部分を意識して紙を切ったり、折り方を工夫して飾りをつくったりしている。 
                                                                        【思考・判断・表現】 
(3) 本時の展開 〔 〕子供の意識 ◯ 指導の手立て ※評価規準 








































































































平成 29年 7月 19日（水）３校時 １年２組教室 
１年２組 ２６名    指導者 西 郷 翔 平 
 
 
１ 題  材  チョキ チョキ かざり（工作） 
２ 本  時（３／３） 
(1) 目  標 
はさみで切ってできた形を見て、イメージを膨らませ教室や廊下を楽しみながら飾ることができる。 
 (2) 評価規準 
はさみで切った形を見て、イメージを膨らませ教室や廊下の飾り付けを考えている。 
                                                                 【思考・判断・表現】 
飾られた教室や廊下を見て、自分や友達の飾りや飾り付けた場所のよさや面白さについて感じている。     
                                                             【思考・判断・表現】 
(3) 本時の展開  〔 〕子供の意識 ◯ 指導の手立て ※評価規準 








２ 学習のめあてをたてる。  











































































































   平成２９年 １０月 ２４日（火）   ６校時 
 １０月 ２７日（金）2・3・4校時 








１ 題 材  クミクミックス  
２ 指導計画（総時数４時間） 
 





















































３ 本 時 
(1) 目 標 




○ 形を組合わせながらできた形を基に活動を思い付いている。 【発想や構想の能力】 
○ 段ボールや紙を組合わせながら、切り方や組合わせ方を工夫している。【創造的な技能】 
○ 自分や友達の作品を見せ合い、切り方や組合わせ方、見立てた発想の面白さを感じ取 























































３ 本 時 
(1) 目 標 




○ 形を組合わせながらできた形を基に活動を思い付いている。 【発想や構想の能力】 
○ 段ボールや紙を組合わせながら、切り方や組合わせ方を工夫している。【創造的な技能】 
○ 自分や友達の作品を見せ合い、切り方や組合わせ方、見立てた発想の面白さを感じ取 
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 (4)本時の展開 〔  〕子供の意識  ○指導の手立て  ※評価 
（本時は製作から鑑賞までを一つのまとまりと考え、時数４時間を本時としてまとめます。） 



























































































































る。      【創造的な技能】 
※ 自分や友達の作品を見せ合い、切り方
や組合わせ方、見立てた発想の面白さを













































































平成２９年 １１月 １６日（木）   ２校時 
 １１月 ２４日（金）1・2・3・4校時 
























































































平成２９年 １１月 １６日（木）   ２校時 
 １１月 ２４日（金）1・2・3・4校時 





































































３ 本 時（１／５） 




                            【関心・意欲・態度】 
◯ どんな形で工夫したら自分の表したい感じが伝わるか想像をふくらませている。 


















（４）本時の展開（１／５） 〔  〕子供の意識  ○指導の手立て  ※評価 































































































































































































（４）本時の展開（１／５） 〔  〕子供の意識  ○指導の手立て  ※評価 

















































































































































































































 ４ 芯材作成から粘土を使っての表現の流れ（肉付けまで）（２・３／５） 



















































































































































































































































































































































南 九 州 地 域 科 学 研 究 所　所 報　第 34 号（2018）
５ 作品の仕上げ（細部）から鑑賞までの流れ（４・５／５） 





























３ 中間鑑賞会を行ない、それぞれの作り  
 たい生き物の紹介や質問を行なう。 
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本活動の良かった点と課題点は前述の通りであるが、全体的に分析すると骨組みにペットボトルを使用するのは少々
無理があるのではないかと感じた。高学年になると結果は変わってくるかもしれないが、粘土（彫塑粘土）のくっつき
の悪さを解消するため、麻ひもを巻き付けてグルーガンで接着などして、粘土の引っかかりを作らないことには同様の
ことになるであろう。今回のペットボトルが、ある程度の作品の大きさに導けたことや動物の動きや特徴につなげられ
図40　４個のペットボトルを組み合わせた骨組み
図42　完成作品「ポーズをとっているきつね」
図44　完成作品「食事中のマレーセンザンコウ」
図41　完成作品「昼ねをしているフラミンゴ」
図43　完成作品「魚をねらっているくま」
図45　“どべ”を使って接着する様子
－27－
図画工作科の「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業づくり
たことは利点である。しかしながら、一部の子供においてはこの問題が表現の向上を妨げてしまい、“深い学び”には
つながらなかったと言える。
Ⅳ．結論
この度の実践研究を通して、“主体的・対話的で深い学び”を実現する授業づくりの一端を考察することができた。“主体
的な学び”“対話的な学び”“深い学び”が達成できるよう設定した要点や工夫は、複合的に関連して、いずれも必要不可欠
かつ重視すべきものであることが明らかになった。また３つの学びの姿は一体的に高められることで、将来的に様々な課題
解決を可能とする「知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力・人間性」の習得に結びつくことを改めて
理解できた。
以上を踏まえたうえ、結論としては図画工作科の“主体的・対話的で深い学び”には様々なレベルがあるということを実
感した。表現の“造形遊び”“絵や立体、工作に表す”の中から、どの学年でどのような活動を実施し、どこまで学ばせる
かを定めることが肝要になってくるであろう。つまり、今後は学年毎に表現領域の到達目標をより明確化することで、各題
材における学習のめあてと授業づくりの在り方を見い出しやすくなると考える。そして、このことが“深い学び”の実現と
継続を可能とし、子供たちの力強い成長を後押ししていけるのではないか。
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